














摘要   
勝代椚河浦作間から紛榔紀紆堆ぼま懲北駄掛狛聖勘鋸捌断㍑＝詫鯨雄牒ぺ椚虜先が魔ま粧  
錐地で一瓢掛売をおこない枇酢を党’㌃㍗け虹〕そ椚観衆ほだいたいが衝既習あった。これら近代  
．    ・ ・：   ・        ・                    ・  
た者たらだり漂ニα操統覚化ダ〕∋掴雛∬摘錮婚約江湖溝㌧適職溌磯鳶Åほ上殿甘酢刑購馴㍊鍼  
・   ニ ー ・   －            l        ・     ． l  
－・ ・ ・                     －   －             ・  
剥離錮ほ乱舞勃断＝凋潤凍澱憫如神郷膵瀾及勘粧 す擁椚イメ仰がを弛め磯灘鉦僻雛凍  
る「互選！たな㌦＝溌≠濃㌦だ瀦＼操間組阻凰掛針離別鋸酎潤臓根津凍議や瑠椚礫機に釦㌦㌫  
・・    －           ト    ・．       ・      ．      ・  一  
緋机紺猪晩優にか那済銅澗購七でれ翫寺紳用唖磯軒別胴射渦潮瀾に∴射湖一鰍勝と融  
合が見られるゴーき  
キ座洲り如叩 ド   
l．  ．‥ ・  － ；  
ー、はじめに   
酒代滑河治隼間 ぐ撒淋瀾銅）か鎧洲脾紀綱葦ば鳶警句北東墟銅酌理外紆煉市＝畏商∴恕駄作  
．けニハーl二†かし二：く，し．上∵，ニト1ミ「◆？ト：lト・し串∴∴し・：トiりニト∴∴「†∴∴ ∴高一ノ■J′1∴仁∴二1∴い′卜．iい；＿・、：′∴三：j1∴ノ二）  
になりていた。登用雄招鍋針釣針炉行う蓑Åた班庸雄膵相継鍼鋸断削息∴嵐桶は厳に磯磯瀾膵臓摘  
拇漸酉都に磯雄句 暦日＝艶 若い㌢軒）椚麿餞灘鳩溌沌ほ齢㌔ 二幻鋸酢嚇か敦畢市場磯セ‘紺尭遺業裁  
酢洛掛究を常鮎ところを摘鳥篭≠戌叛 ＝軌」中国管や 川」紆余改通運動が磯風ヰ㌦ 通津測消膵  
乱雑なところたし管。紫囲で単機な蓑裁た乱舞管汚宅旬 か彗邪悪な減礫が、蕊 －職ノでメゝ州ジbを  
強めなが射酢粧する「亙覚」とな彗ぺ≠戊㍉ そ酵磯蕊灘臓㈹桝一 業凡がいる機漸戊しぺ牒摘摘紺  
ノニ、ニ付トこ∴∴∴トート∵ごノトハト1∴・、十＼∴キニ．∴こ人、（lこ、チ二子、工「いニ廿÷‘∴二人！十▼一汁1∴／∴ナハ．膏丁∴チ二・・「ご一∴∴二し∴一差い  
風体酢㌫凱餌凱 ヌ澗ほ溝凋働儲開封産出鋸針㍍釣璃溌彗 ほか翔徽掛∴闘㍊瑚約㍑膏恕乱  
∴  －・■  －－  1  ！・．     ：－   －     －  ・   ・．  ■     ！   
け∴車上≠ハ∴いl」二」し辛′－1∵■■了十川・し■こ1、J：て．、  
※北嘉㌔師範尭轡規準院展瀾摩漫凍潤溝潤滑埴憫鮒  
刷牒卜柚   
近代≠ 義橋で芸商売をする芸Åぴ〕多くは露天で演出し、彼らはこぴ〕様式を「明地－」またほ  
「撥地」と白称㍑ていた。これは【【風が吹くと観客が慌て∴網や雪が降ると観濱が去ってしまう」、b  
「空地で観客拇囲んだ場所を舞台とする」とい㌦も、、観衆のほとんどが貧民であった。中華民匡＝ニ  
なかでからでもも ここに臨蘭凍瀾を作るのは許されるが、固宝の建物を建てることはできない  
と、も 依然とLて政府鼓二親浸されていた〔。それレ砂え、ラミ橋芸人は近くグ）太柵欄にある劇場で演技  




であるため笥 演芸の内容には、Åの目を引くために悲惨で卑俗で「ゝ きらに淫らを‰鍔が少なぺ  
なかて，）た（岳永逸2踊6d：73儲）。）もとからある「下九流」の転凝的観念と分類基準も加わって、  
近代の東棟芸Åの社会的地位はとても低くて社会♂）最下層にあり、山西闇洋才 仁奔健∴ 対㈹㌍虹  
李荒壁2〔遠別）と同様に士農工商の四民の砕からはずされ∴鰍化町外職人、法治働外聞Å、聯灘  
の外の丸とされて㌦うた。   
こ鞘確聞「儀下層加護．とi州枠外」∈葬健199鮎タ ユ99馳タ 2潮2）の認識彗コ感覚も、ある程度かれら  
の自己認識となった。それゆえ、充棟芸Åは、そグ〕生計を立てる方式だけではなく、終らの社  














る棉だった。レ……般庶民が橋の上を通行できるようになった正確な年代は不明である。   
金斬覧の中郡ほ現在の北京酋駅あたりにあって、そ捌馴n覧の充棟山一山・常にはすでに′卜さな市場が  
多くあった。）元代皇帝の郊外の祭場は太都の南郊彗 即ち現在の天壌あたりにあった。土木墜事  
変の後、明朝簸治者が正陽門外に外城郭と外城壁を建設した。）その主な目的は、同じような黎  










町民玉村平等郵磯雄，封㌦運漕障」平昆」即断購膵摘代将たり結烈洲 ご湖凋天機紬船齢  
鉦け㌃判勒粧狛野際針雛化かせるこ上がまりたくなかりた＝ここでは㌔依然たしぞ絡鱗を掛  
こL畑木狛紆計れ∴胤震鶴城姻を－鋸守るご∴上が瀦パ釣行て㍑り㌣かりイ   
漁代になり莞∴ヅ摘雛瑚車近に駅やゃ㍑パ㍑∵い仁ルが統㊥とで照㍉」机鋤離郷ギ住む尭凄も緋掃  
中畑鉦h 三顧紛糾濾紡ぎるをえないようになり太一 ㌃れによりて束欄闇都錯雑地椚使働感博㌫  
け掛始られたり輿瀦償吐潅㍉遜闇路淵締畑凋齢－か湘をする磯磯戊鳶㌔仁紅かぞ先に経える」た頻  
いが諦溌凋瀾㌦ 凝磯雄椚妓寵仁垢だ緑木瑚離照一い銅酎〃訂識巨漆冊号観閲け掛を狛㌻  
恕軋司閥摘溌鳩礫先細紬が飢紺錮需用滝を柑な腑鰍軋パ‡頗約なネタ璧磯膵絹凋細かが㍗  
計軋む㌃針鋸駄鉛板な渋紳打払〕酢網Lた蕊克と瀧狼瀞が磯慧る狭電甘酢東駁鰍館聖㌣鵜鉦  
があり㌔行き側聞減欄雄締出－ぱい劇射狛㍍㌔弊絹紳輔漕描瀾憾職㌣ぅ 弊かまレ㍗錯摘踊拍  
橋は邪悪澤一線乱管汚鴬、明㌫かに磁場椚巨層粧紫郎牌徽を捕りぞいた（瀾廃磯部i賂録 
郎綱欄潤凝㌧北隠鉦酢齢㍍綱㍑欄…た髄鍬一帖ほ瀾やばはれ㍍弊㍍パたしなか畑紅  
か捌紺摘＝儀牽こ酢狛緋詳狛∴陣擁晋はな町い狛㍍鍼れ濃1膠矧一触済吊樟減刑族明朝瀾   
一   






㍊机バな甘酢蛸齢㍑溌瀾闇∴闇綱雄㌫な一パ∴感腐菅廟針銅紺瀕瀾灘針紛糾L ま頼  
臣鍼掴鳩抱敵をか封棚減憫磯た緑輝いパ雄心詔㈲鰍鋸㍊㍑深い結パ儲硝㌔ 敢暗に狛  
・     ・・   ！             ・         ・  
酢際曹け陶酔Lなが濁澤凝滞凍圧－∈ －動的な理解を拍誓党案膚盈電はハ ニ糀瑠！ざが〝£汐卜ぎ瀾  
由に甘いぞ、凍銅ように闇照揉 









れる。それ嘩え、ニ和地域ができた以東、悪漉や悪濁世包み隠すところであり 、法律に触れ  
るもげ）が常にそこに身を潜めている。社会安全への影響、町の清潔への妨害などは程度の音義  
いものではをい。これ闇市民教育の施設に期し、棉様に改造をなすべきである亡。   
業際烈とニろ．も こ汐〕よ′うな「北は高寮で南は卑賎である－，卜、「内城は尊く外城は卑Lい」，、特に  
嵐檜は絡勉と糾う固濃化したイメゝ－－ジは、Å凍の認識に深く刻み、 硯在までに続かれてきた。  
1999年にb 年寄りの率濃紫はこう述べた。   







で旬 誰かに硝をさしてお前が悪転㌔ということはないが、東棟に住んでいると言ったら≠ もう一し  









＝1・こう⊥l一一一   
文化的性格とド闇社数細野轍をなした漁橋が、翻然に墟軌椚潤藩Lたも獅と旦雛瀾ぷ瀾木蘭麿  
られた賎民の窮〟血び）選択肢とな〆メてもJ）たi 
トう 血灘－一歩と頗汐巨㌔＝翫Åの牒淵紆・潤磯   
郎摘廉恥摘晒柳㌶派憫雛蛸沌轟緋甘濃駄雛欄瀾雛錮眩鰍錮樟敵機針翫㌦  
閑雅か針活け掛れか睦らは旬や緑を樽婿曹椚解離で閑適澱性蘭戊別離鳶㍑もと‰と相場牒痛瀾  







．l     ・－  ： ．  
外線鍬鯨移かたこた駄句 こか梅軒過りた   
私の家は旗尤だが、祖父憬にあり藍ことが健㍍－ 狙架は溜榊椚滴衡騒だりたと俳匪濃㌦攫  
の時に勺旗丸は聞か濁抹瀾確磯擁ぺ凄溌㌧ 棄㍍i鉦敷机雛服醗減膵れて如かか紅 紫輔紬膵  
閥ぞあっ結ぃ操閏になると旬刷切な電なりぞLまりたり登服職場登場をいから旬家酌も鵜楼  
発った炉瓢璽に鉦紅たわし㌃∴獣紆即断松組数ぞ食べ働唖牒巨パ雄津∴葦如紺巨針れ無機には  
すぞに駄文門紆隊操訝に移住L貰い恕．舶㌻糾裾緋那雛糊㍑欄嬬∴ はか鞘騰匁絢酢緋射  
ねばならなかりたい 靴慄暑沈ふ峰ほ㌔…母親凍滴酬闇路行雄㌦濃鉦㌫ 磨齢駈消凱射郷土狛紬掛  
る，と決凋ぃがぞい戊㍉潤ぃ靡い灘働先験に荘絡す凝も椚は際掛紆軋机断が闘再一約払∴酢′㌣附  
かかめごかがあかで隠所に打電鳩舎佃役所たほ摩職派朝潮横間成ようなも椛濃昭戊㌦凋弾溌  
は∴旗恥がと普通椚Åが磯膏鞠磯路磯雄溌㍉津〔∴酢適齢Å濃ほ．も 草勘汐睨牒譲渡適用判機紺凋  
が∴旗ぬ隕鰍榔族は岬蠣Lな障り官僚齢繭に脅椚ま悪党力芳心鴬宥㈲職鳶㌦翔瀾棚減統べ凍  
れド胱溌闇磯か畑虹…鳶職機旬 牛緑離雛溺ほ蟻燐磯掛鰍飛車凋紺議憮濁句 計測雛馴  
衝か紅酢土肛亙則れ越した∴－   
瀞隠れた隊轡轡酌懇親は旬 お愈を番え橡ぼ闇瀬見磯鯨牒一驚紅牽け句野寒流均と礫制順を瀾㍑  
、∴ゝ、刷」1…描いミノ小．け1」【J∴十、いノ．トノ・ト・し∴い∴≡てけ紺「＝一1招い∴酔∴いゎし■卜てて．．トト11l．1∴∴しr）  
ような礫墟御中習ぃ幼い関学僚は常に腺を璧かせ昔㍍た。十億澱£抱か鳩、鰭服磯潤£とを隼  
：             ・   －             ・ ．・     ・   
・   、－  ：  ・・            ．             ・・・  、  
仁二、小さい岬十∴左上∵∴∴モ⊥ノ十ノい砧号十性′・t∴i汀乙川チ■さ巨；十行1∴∴ト砕い、∴庸．’l十さi三．・帖しノ）j∴  
二，；さう   
㌻司じように、旗Å出身の漫才師の常連安（陳笑暇19朗）、講談師の連関如（遽麓如ユ9鰍 と河  
北構子芸才㌦♂）珍味鎌（劉荻漫989）も、家が没落L、仙諭歩Nm・歩と内戚から充橋㌦＼移ったもげ〕であ  
1∴∴   
清王朝の滅亡と社会の近代化につれ、朝廷あるいは伝統的な生活樵式と強く結びついた職業  
やÅ間が、程度ほ違うが笥 やむを稗ずにぞの本来餌）居場所から離れで温情へ移るようになった  
清の時代に、、宮廷げ）護衛兵でありながら、皇帝の観鷺対象として紺相撲を行う善潮営の武士は  
すペて旗Åであった。漕が滅び㌔ 相撲㍑か何もできない彼らは掬 生活の基盤を集ってしまい  
町に出て弟子を数えるか、搭踏という道端で行う相撲で稼ぐしかなかつた。後で東館の有名  
な濁巨費力士となった清三と宝三は、ともに尊神官H笠㌻皇帝にノ仕えた宛先老爺の弟子であった。非  
物質遺産保護ブーム汐ノ）今別こおいて句 膳綬のこのような由来（壮宝1932′bを参照）は、力士の偶  





まると∴「私は鰭師であって笥 晴代に旅客や財物の嘗護をしていたが、今は汽車も商船も郵便局  
もできで，、仕事がなくなってしまった。ほかぴ〕纏肺ほ道場を開いて弟子をもらった牒、金瀾鴻  
の家の警護をしたりするらナれども、私はここで芸を売ることを選んだ。軸j といっていたそうであ  
る。（要道客i93勧：鰍66；蒐非］．939b）鰭師という職業の、近代了ヒしつつある社会における変化  








た．丸々がぅ ここでより多く♂〕坐こき延びる可能性を見つけようとしていたのである。）ある滋味で  
は鶴 橋末民初にるごっても、内城郭は没落した者を余儀なく追い出L′続けるとともに、これらの  
泥臭くて配った言葉を健ってしうる田舎物をかた宅拒否していた。それゆえ、北京の下層社会と  
しての京橋は、没落した旗丸と同じように、土地を離れた農民にとって、唯一の屠られる場所  
となった－。   
漫才師の郭瑞林の遥1るさとはLL個省太原市である。彼の父親はもともと果樹園グ）番Åで、災  
害に遭い、飢鰭を逃れるために北京㌦＼移り、末橋ダ）近くにある葬儀屋に仕事を見つむチ∴東橋に  
003600   
給仕Lた。幼いころ、郭灘働渕京劇を学び、′j、花搬（遺相接）馴弓狩ヨであ〆。）た。／も鋤毎年に、光縮滞  




くようになったが、両一年後、落鰻牒磯諜藩閥路用往れて雛威され、そが）後篭 町で顔中をLてい  
た掛税鉦仕事針先った。当時で鳩ハ 巨粧iび臓…さえあれば1一 隊伶には決しでなるまい」たいう繊  
念が椒儲かったが、鯉き睦びるためをニ、梁益鳴が尭磯の鮮紘㌣i利班に太り、役督㌘）遺を歩み始  
めた。ほ服緋称ほ股引風   
勢桂要は音の牒訝計管掌－一針轟彿化梱や芸人でありた。まだ∴磯ぶなりて机ないエ塾、榛東の窯  
親が飢鰻か坑勘甘か払痴に∴隠孜とすべての家財を東灘磯卜藩牒朋木澤∴ 河瀧磯署噂瑠牒藩戌  
北京へ移った。巨獣豊」＝鰍騨闘紆㌦調描潮依噛瀾証確聞瀧麿三河県線荘子に生か打払パ翫弼  
歳の時に、姉か誘拐きれ旬 吏辻粗が打撃を濃けて摘薄利掛洛をこなりぅ ま頭）なく夢藍亡ニLたじ1父親は家  
族を連れて北計毎移ったが、∴隼が立たずうちに媚虜や磯腐∴別儀渡せ℃茂っ管＼礪が父親遽  
ほじめてす璃ての家族針宛ったい孤児たなりた機は≠ 剃∬作吟∴徽穐虹」敷如瑚掛掛轟かか  
町汗か創掛臣挽針∴対隠管絡一軒糾瀾約た牒旬 寿緋錮凋納嗜機機飛矩に針射り州卯 覇摘㍑濃度  
清け紛いられていた招 維崗、波が髄宅悪魔七≠ 塞瀾澤瀾瀾潮怖欄磯げ戒悌げ来璃雄鳥 憲摘凋欄  
始めな。膵ほ紺＝甜鋸撒描線   
数年に法って調査七てきた藩㌔ 闊㍑凋締付鵠狛㌃㌃＝軌㌣翔軌跡甘テラ針業先たち釣ほた丸せ  
が、㌃釣よう叡流浪者の経歴を捲りている”楽灘協凋滴萄昭眩成さと澄え虜は璃ぺ、龍拍描細  
から農相を斬れて髭棉をこ澄たこただけがわか〆ブげどレ曳る一っ 薫〃打身父親は後世㌘加りンザ＄㌔飴扇ご㌦き吏Gるよう  
になった凍㌔ 索銅馴針先に讃牒？㍍雷澗纏ぷ師事しm照㍉葦凝縮瑚離雛締摘闇滅償え翫？な  
いほ㌣数回転流渡れ差ニL一 粒塞き軋るたび睾∴貰い牒職磯瀾服滋㍑て白魚職摩凍牒うよぅに∴ 某  
瓢頼にかせ鉦町㌣いた一 隊後に、被寵ほ充欄鞘班鷹に軽焼捲れ七ため㌧ 瑛兼職磯鳶㌃巧援将緩  
狛吊㌦ 昌博磯ど㌃倒〃封調沼津鳶澱齢針加齢釦璃溌∴ 手ぷ紆隊勘猟師はほ瀕う。覗  
眼鐘屋の王学智は、両親がおり、怒観は古着を販磯Lていたため、楽劇闇脅れ闇鳶甥㌦ぺ怨渡  
ったカ㌔イ疲自粛が鵡視であり、脅Lて潔磯憐憫藩磯減圧”裏町鴻漆蟻牒瀾粍瑠滴摘消するよう  




や「筋牙予＿L 川場昔トか則雄棚翫て頼㌔ト鮭銅机儲飢別個酢附誹郁 譲瀾で勅勘紺粧  
た新風寺霞♂咄身に”′○いて彗 そグ）娘び機常によればいまだなぞに包まわているようである¢（199鋸  
彼女もホきい時ぷ牒一綿を締っておらず、i才蔵灘」た呼蘭炉mげHいう。＝酢鳳餞＝灘鰻斗  
、・・－  －             ．    －－  ・                     ・・      ミ 、  
仲川・㍉罰仁岬   
た。そのため、津磯がはっきりわかってお宅り、両親の名前を挙げられ、かつ学校へ行ったこと  




になったりしたから、自分の身の上を知るグ〕は当然無理だろう。（19弧203）   
繰り返した充災とÅ災とともに、社会愛魔職近状胱都濃めに整備された変二と垣も、北京とその  
周辺地城におけるÅ［二膵）遷移を加卜速させた。本来、北京の近くで活躍Lた講談申太鼓坤雑技芸  
人たちも親密と充棟鵜、集まってきた〔）有餐－な雑技芸Åの狗灘擢卜彗釦よ「雑技椚ふるさと一重 とい  
われる音椚ヒの呉橋から義橋〆㌦移住した♂）である（〕  














学問に藤念きせたかったが、なかなか上達できないため、仕方なく伶人の身にさせてしまった。。、j   
、－  －－  －、                  －        －      ■  
●   －         －                             －        －  
も招きに行かせた捌ここな毎もと申した。薫かれること自身がお前にとって光栄なのだ！今E！は  




－－∴ほ一▲一   
ある葱味で闇バ埼凋㍑汗㍗㍗い㌢ッ㌢純な隠を覇照蟻欄経机汽j鋸郷鉦ではないか凝職濯抹沼津  
縛ら有牲隊楽針掛痴、さらにそ椚縛ち主をある遇劇て∴灘胴㍑凍湖な藩咤灘∴ルりⅧ凋路用澗  
に縛－パどLまうこたが少なくを宜㌦超帥齢頼経らL椚通牒膏凍㍍かぃ狛猫に頂 摘出で凍汗㍉繹綱断  




し針掛ケ㌣いたた始当 日黙に溺ぺ吼潤潤一門川橘瀾轢がで狛㌦野川磯雄射れ那那欄膵服か  
北射服椚潤う多畑鵜糾代鳩凍機が㍍鉦渦潮ける㌃か虹 膝醜聞㌦偶明膵・凄北濾慨」伝娩  
とな′）ていた（≧ そし－㌃ゝ 牽，帖机軒湖臓購で掛膵い㌣上欄捕虜紅パ針膵臓潮儲椚㌣㍗㍑  
■′■1ミ・i十∴⊥・：   
先に掛ぺたように、社会がヰ妾兼帯磯雄、薫雄河沼凋紺＝パ㍑溌渕l車齢丸閣にたって∴ 磯緒  
L炉机凱鉛緻触がほたんどを卦当た㌦ 薄綿紺招り㍍那勘甘㌣㌣チ誌アた易が統均と塞瀾澤慄潤滑  
射するようになりた鳶廿＝㍑㍍か∴1紳鞘畢間畷揉瀦ほ牒締雄一肝≠かれでいる幣吟畢凝購凝磯雄  
蘭曜L虹㌣㌣㌣★ア紅蓑匁にをりたい限磯卜祭りで挽礫を購るために蓋針隠顆Lた澱は帖掛  




腰避寒描轍瀾眩蓼酢   
掛け換えれば＼棄瀾閂攣摘膏翫‰㌃狛にな闇豊も耶混沌∴パ∴ 憲銅軒昭研削裾遮あ宅護ぞ牒北橘  
か轟か軒㌢捌勘酢無敵隊㌣あるかも知甑ない。商鬼恕ちが選儲確雛成増灘成ぷ磯ると透拍ぺ  
捌針翫翫雛紛糾隼渠獣軋㌣綜紆夢或は、いわ櫛愚 ㌃榊網に怒り芳逓減誉業を教場」鵜慄－あ凱  
釦如鵜釣針狛鋸掛駁瓢酢仮数化するた岡時に、啓開蓑もぅ 勝灘⑯濁卑魔戦㍉ 商機⑬濁イ瀾津  
踊摘叫凋指摘㌍㍉ 機瀾抽濁凝雅や㍉ 塵確磨滅激発鵜た教化㍑でい畑払  
梱り 漕瀾すか掛図∵時間と空間釣磯聴聞極凝爛   
社数鉦軒数畝∴患組閣紆頻繁な変代戦勲登校楯椚凝灘∴頗瀦ぷ裏持る躊給蘭晃朋磯瀾笹ノ榔軋  
㌣い摘紺謹磯瀾などち 針狛翫㍑摘摘漕鳩した鰍頼翫狛㍊㍑戊∴ 栂鍬軋パ緋軋 肇欄翫 惰  
別それ㌣紅謁な≠た丸針がド北東開平層練禽たL貰鋼玉欄鵜群魔にた。被らは、充橋開校簸  
会に阻存した凝礎頂上ぷ∴ 凝㍑凋締パ鯛雛酎紅机駄駁鉦駿闇をなした塁菜磯服∴ 登用雄凋＝摘机  
仕掛畑右 一関射習㌢＝軒桝柳網か酢懸が瀾ちた空間たされ膏 神職瀾せ基瀾憐憫鴻爛沌輿頼㍑津  
掛かい信 勇雄揉坤職旗数針術安が－摘齢針轡んで㌦溌∴畑ころたLパ∴予感らにたっ沼∴ ㌢唯…で鳩  
後瑚護㌢場所とな〆ヨプご（）  
－    l ・！・                   ト     ー          ・ l・  
ニミリ   




を落とした農民はやはり、縦方向の流動を経験したと思われる。〉 このような視角から見れぼ、  
丸気を篤て〕た京劇役者や乞食などはも 宮司じように不本意でも衆Åの給に姿を現わさぎるを得な  
い職業に従事し、程度こそ違うが、社会の各階層に蔑視されてきたため旦 禿橋芸Åになる際、  
主に水平方向♂）流動を経験した。）縦方向の流動であれ、水軍方向の流動であれ∴そ町外在釣形  
式は空間の移転である 自諒闇翠臓狛賂溺）ほか 心理的な変ノ化も見られる。   







儀礼でそ孤身分を再形成きせ、さらに碓淀するのである。ト蕗永逸2003）   
㌦つまり、充棟芸先の如組、ら篭絡らはさまきナまな形式で主流社会に排除されたもげ）であるこ  
とが窺える。染絡げ）ためにち彼らほ受動的でありながら主動的に適う時間と空間の規則転脾を  















一一一W∴1し仁一ーーー   
んだ後に、彼らは充橋芸Åになきれた底辺社会において杜封モニし、その過碓でぅ 劣勢の弟ニゴユニ  
新人は、受動的にその師匠が代表とする優勢を占－める天橋芸人の教官ヒを受けるこ（とは顕在的で  
ある。〕L′かし∴個Å銅廣団に融合していく過程闇ぺ 両欄明磯情灘服磯儲ける遇磯で成るこた  
及び既存の優勢集団と劣勢簾圭司の社会構造上相磯粟を考まると、新Ⅷ調牒摘㍑滴膵する過程に  
おける主動性、すなわち修業中げ〕潜在的な 瀾吾が見られる。〕この過程においても 師匠い蒐構芸  
人衆臣ヨは彼らの奉ずる鋭敏を最て新人を激化する ル方も 新人もできるだけ早くこの特殊な社数  





動性との槻薫二作慶冒げ〕過程である「）そして、これらが〕遇椎は当 主流社会から天橋芸先〆㌔札の固定嘗ノ  
た認絶と彼ら釣社億灘職瀾や紆朋祷、及びこのような認瀾漣期職鴎ぴ〈∋、菜摘芸ノ㌔ゝからの応答と  
適応例肝で進められて：いる。土㍉毅∵工欄商など職l良民」の優勢と充棟還流職務磯㌧ 天魔還  
Å内部における師蘭♂〕優勢と弟ヂ・グ）劣勢、及び東館芸ノブ」ダ）間に芸磯によて）でで重た條勢と劣勢  
が、旦那寺をこある充棟まで零落して芸げ）椎柴を始めた弟jここ新某ゝ椚身鰍を樽箪する（－｝ hJり方、弟  
鼻声・キ新人もこれら椚要素鳶蓬蘭的に応酬すか準う 自身釣身分と観念計数化しで執成か針㌣㌦㌫  
し二J、無力な抗争：親らを下九流。ヒ霞ほるか毒？   
『孟子・騰覚公上凋 に∴ト心を労するも銅は洗凍治めゝ力を労柳∂叫る痘｝の胤先に治められる言）先  
を治めるものほノ先に番われ、先に治め信二）れる左転のは尤を療うち卜J」という古訓があり㌔ 致し7岬ゆ隼にわ  
たって伝わり篭 そ耶彫懲は寧を諦めない丸摺まで及ぶように怒った。あ駁掛取倒惹いン睨㌃  
な 言‾力を労するも昭一トとトか針訝れるか玖」と粧紆立は潔／不潔の二次ラ己柑立ダ）メでンド紆余－と  
著Lく違って句 中同社烹でi叫仕える」／「’仕えられ成」椚二次元鋤滋逐・搾った。摘雛酢豚独わ ご  
椚ような中桓盲で汐〕「鮭漁一．る」／「枕えられる′ルき び）二次元対立は旬 さらにゆ期先朋間ぷ凝億灘髄脳  





芸人の社会的地位が極めて低か粛つた。そのため、狂＝幣賓笥 継発臣のような息子を役者にさゼ空  
くない例があり、滞感凝確侮濁するようなことが起こった。歳期にわたで〕て、このような芸人  
が単機である認識は∩‰外部から糎埋に押し付け一た観念から、芸人伊）自己認繊と転化し、つ…こ  
‥ ・   ・・．・ ・             ・    ・  
からいえば、芸を学び、芸を売ることば、東檎芸人にとって末路における剛毅の選択肢であqっ  
・l1   
た。孤児ではない伐り、大家族を持㌦○ヅもは充橋芸Åになるだけで、その家族や親戚、隣Åに蔑  
視されて唾棄きれることが不可避であった。   
竹板書芸Å．の未来亭は厳軋 天津で芸商売をモノていたが、彼の伯父が家門を汚されたと思っ  
て彼をたびたび殴り、芸商売ダラ臨時小屋を壊Lた。機は仕方なく河北磯Ⅵ磯凝㌣灘出て憲凍売  




われわれ講談師は地位び）低いものではない。私は宮中である年取った寝官から開いたが、閲   
紆瓢≠乱伐訃紆王い乳搭王町勝粍ほ、母によ宅仕え、太椚親孝行な子であった。母が病気にか   
かるた∴彼はいつも母働嘗痛を和ら右ずるために、病床の悌にいて昔話を語ってあげ、母も聞い   
て喜び、病気も軽くなる。こんなことがよくあ㌦コたから、周荘王の知㌦‥）ている昔話はすノ環て母   
に語っでしまった。しかL．、一瞥はまたまた開きた甘から、被は梅鳩清・胡申渡♂〕巨舅Å♂）太臣を   
呼Åノできて∵昔話を語らせたのだ。周荘王が崩御Lノた後、新Lい王が即位して、こげ〕四丸の太臣   
は国家に何の役割も果たしていないという理由で彼らの俸禄を剥奪して追放七ようたLたふだ   
が∴彼らは先王豹詔を牽㍑て乎儲に清談を語ったことを申L上げ、さらに証拠を婆）提示Lた。   
その後、こ和梅中浦・・胡線洩の閏丸げ）太臣は句 曲芸の銅一つの流派の元祖となったく：）聞いた訪だ   
が、われわれ清談師の道具の厨子は周荘壬の令節であって、醒木は官印であるたいう。）昔は、   















一LL2，・－川   




東のことを関与Lなくなりりも 彼女ほ早く働いて母親伊）労を分ま巨としたかて〕たた濯）であるく，じかL鴇  
怜Åになったことに対をノて、また13歳の彼女で‰ 一肌高尚な職業ではない＿圭 と思っており旬「あ羞巨  
り杜ばあさんの家に行かなかった叩j というく）彼女の不孝るご叔瞥澄んも F川ぁなたも遅の慈♭も子だ  
ね。【J怜Å．になるものは将来地獄に落ちるげ：）だ。生きているうちには虐められ、死んW㌘もあの放  
で見下される。山j と彼女に宗㌻った。（新風霞ユ整ヨ盛5蟄27タ263ク10如   
このような自己認識は笥 早期卵馬三立に婆）見られる。同に芸人でありながら、′瞳は炭レう時期  
にf誅親グ）職業について語ることを避けていた 
私のi乱撃、率卿は勺 京絶大鼓を習㌦○ていて、塗活のために一そグ）粟をこ随けつて道端で芸摘発をL   
ていた。旗先の娘であて）て、道端で芸を売るまで孫娘れhでぅ 軽便～もかなり肛ずかL√が闇てしう   
たから篭 旅人であるとかを言うのを嫌っていた。－私たちも彼女が白分銅控凋摘絹針かないよう   
に、母が太鼓芸Åであると訃うことを避けていた。）それレ砂え、ゝ「燭三鼠紆徴ぼ圃をし㌃いた㌣   
について、私は日に出すこと違∵1資‰なかd二○た。）▲軽の職業は「秘竃乳」でありた。その時、漫   
才師や太鼓芸Åは、芝居・の役者に比べてもhF賊なものだった（ンだから、私汐㌻視覚、外視覚と   
両親ともかなり有名な芸。九で鴇 Lかもそれぞれ優れた技射奪って♭うたが、も「口を開いて叡をも   
らうもの－ト紆屈辱凄！1㌻九流」の汚名を幾代被つてい真二ため、こ鍔）よう馴光悦からた1m凍るだ  －－－－－  
（三）、自慢する記憶；我らは低級旅館に稽るものだ   
菜橋の道端で行う芸はきまぎまであった。｝康子準（”i整き0桝聞から1整ヨ5締紺披「、充棟で活躍する  
講談や語り物グ）穫類は3β、硬軟雑技の棟斬は2麒あって片、伝脱上または黎渓上兼橋で太遺業を行っ  































腹背染弧不可翔篭 同風脱藩肌紫高く。義明出街寮戌号、、親展不如鶏有毛。  
呼嗟克葦今夜三銭乞不縛。明日宮家布恩徳ち 柳本相中最寝息r。   
ここ藍二見られる状況ほ、二十世紀初期までにほとんどかわらなかった。）充橋に生まれ曹〉つた  
捲忠生はこ曙）ような〆j・㌔摘にかなり詳し♭㌔。機はこう語った。   
京橋澤）′j、稽といえば、私にほ親しみのあるものだ㌻，私は′J、楕に泊まて〕たことがないが、祖  







－⊥i－l【－   
を支払えない尤が、まだ生きているうちに外に捨てられてしまうこと婆jよくあく〕た。冬にな  
ると、街には毎椚寺き倒れの死体が必ず五∴ 二六体あーつた（【〕…．普段でも、室内の簸いが非常にき  
つかった。冬には、ドアを開けると、すく、－誰かに 打撃く閉めろ旬 塞いよ、俺は礫都鳥そうな  
椚だ」と文句を言われる。彼らは何を身にまと／〕ていたと思う㌣菰だった町∴紛だったれ  
麻袋だったり句 芝居げ）ポニら夕帥だて）た姦プしノていたく、〉芝居グ鍼ぞスター・・・－・はl磯瀾潜脚絆＿トかか㌔  
かぜなむ∴梅鰍芳は有名な役者でいりも芝眉明雄㍑づ－叫叫にでていたから、梅蘭芳はポ√スタh…  
グ〕ことなのだ。〕ポぷしダー研一耳薮も薮ねて、厚くLてから脛に巻きつけて脚絆汐）ようにする椚  
だ′〕許のÅたちは本当に質L′かった㍉Ⅴ   
中準人民共和国が成立し、拒否紗那適応あるいは不安があったが＼＝軋仁嵐情意Å忠ち歳時＝  
主流思想との融ぞ㌢を遂げ笥 F【新Hl二文芸従尊を常になった、‥、もし規私ね彼らはまだ健在であって菅職  
生活を語っていれば、そ♂〕i憾肯忠相」（昔げ）苦しみを思い、現在の率せを知るj 式♂）追憶は㌔  
藩医卜約であろうでなかろう∴依然とLて「演劇凋如か調狛イ悪け」と厳然たる対立椚二分㌦鳶儲  
挙模式を守っているであろう。彼らがLばLばl我らは低級簡易旅館を摺るも職だ圭 r磯沌ほ  
ペテン師だ」または「我らは乞磯洞麿漂」などを以1ても 巨愴グ）過去を産義L】てもノーもる。これらは髄  
過去♂〕生活の真宗に基づも、ゝた認識であるが句 彼らの新しい時代においても 支配者側の脱明洲麗  
義ノ㌦汐〕賛成で婆）あるg二1そして、憂【共産党は乞食を宝物とする＿2 という激動が）時代にぉいで、ニの  
ような苦しい経歴は簡単に政子畜薯本になって彼らに名誉と宅．£り商い藤野と地位をぞ転たらしたの  
である。これを背景とL〆て、r∵低級簡易旅館糾霧る」曾「ペテ ン師」、す▲藍劉 などが盲雷語られると  









卜与、コミュニタスと構魔   
社会（socノiety）とコミュニタス（c日量′‡1m澗損料㌧及びこ昭二つの概念にぞれぞれ対応する構造  








み隊雛軋標む掛渡に含まれている。ある意味では句構造た社会において 非主流で等級の低いコ  
ミュニタスの準のÅこそ「普遍汐〕Å類価値」（も1ni溜Saトわumlarl閤ぬ料〉 を象徴しており、「Å間的  
感情」律隙弧一宮imei雨宮払Ⅶm弧ま吋）を持つ丸であるく。（1粥9鰍165）そ・れゆえ勺 さらにコミュニタス  
は社会♂〕発展の原点と動力でありⅥも社会がスムーースに運行する基礎であると言って』二かろう。ニ  














道徳が破壊登れ、、改革開放以降に視れたノ魔料理彗○カラオケ、マタッ竹山ー ジなどの風俗営業の形にか  
わり、さらに多くの欲望を持つ済も閣を～ 日常生活において「他者」にLた。（蒐inLi㍊2蜘5∋   







Åの芸が，ち 一変Lて再生能力を持つ貨幣資本のようなものになった。多くグ）昔ながらの菰橋芸Å  
及び彼らと何らかのかかわりを持つ丸が、地方政府の関係部門や文化寧業の仲介者によって∴＋で  
轟るだけに多くの社会的また経済的利益を獲得するために統合Lて利用されるようにな〆コた。。  
に）も 中心へ接近する底辺：弟子入り儀式の複活  









（藤森逸2棚組ヨ92…ユ9習 宮司家餌痛二傲機構の基層にある天聴街道井草処が、澄ま穿かまな菜館民俗演  
出隊を作り∴鑑武区政府もこげ）数年間、昔の充橋芸Åをテ…マ とてLて多産の文化節を催し句 そ  
Lて健在の菜橋芸Åを探そうと努めてむうるvi。北京市内と郊外の多宅のノト中学校も帝取きつた芸Å  
を学校に招き、空中ゴマを回すなど♂〕昔の菜館芸Åたちの生計を立てるための技を学生に数え  





持つけれども、も Å々は督の原点に戻ったようである。   
なかでも㌔ 範子Å－りの時の凝約番ニ＝搾師帖が盈賓な象徴的を意義を持っている。主流社会に  
おける数的番が法的な意味を宥すると同じように、b 棄橋芸人の閏をこできた梓∈掛絡も明らかな拘  
束力を持ち、川〟止Åの芸Åの身分を証明するだけではなく、芸風鱗巨像倦を整合する役割をも果  
たしていた。段幼の順ないし芸名ま豊明記Lた渾師帖は、‾我」とこ髄Åと約関係を強調する申で、  
山Å職業Åに個体感償鳶凝瀾感覚と付与した。よって、時代と場督こそ違うが、旬 絆抑帖は、、範  
子Åり儀式にお♭うて、最も遵奉の質素であって、威、終に宣揚きれるあダラで儀る。   








－  － － －－                             、         －   
の葬式に、紘承がすべての賓任をとる。［コで言うだけでは証拠にならないため、－h】誹乳を太れ  








（許’中匝冒曲芸志：北計数＝瀞狛乳   
鮒虻紀末になって、形式上回復した昔の弟子〃太り儀式｝㌘は、締約帖が変化を見せた。す云舷の形  
式で範子ノ軋り儀式を行うが∴芸Åはこれによっで封計を維持する業を獲得するわけではない椚   
●－  
た義務濠一浪調する「碓車」二紅旬はなくなり、かなり菜らかくなっている（、  
前から学智先生の漫 才及び清談、、覗き眼鏡グ）芸を慕い、、学生陳友愛は心から願って発生銅『∫ヨ  
州軒をニなり芸を学び 、お許乳〟♪を願うよう申L上げる。臓葦期間におむ㌢、－叫い切先生のご掛馴二様  
う、。不遜な態度があるなら淘服介ル保証世代攣緒先生紺叱露を乞う。口だけでは証拠になら  
増悪、岬鵬鵬軋をÅ－れる。弟子陳友愛謹上（）摘㌢永過2湘詔：22，3：）   
さらに旬 2榔5年び）左兆河の抒師帖から読み取れるのは、緊張であ〆：′）たり穏やかであったりLた  
師弟間の開陳ではなくなり悔 むLろw一赫穫の「濠二化的臣i覚＿」とな〆〕た。  












1－－・埴トー1   
生きていくためではなく1ゝ 膿跨が「“文ノ折ヒの義宝】圭 であるという性格代の認識た、左兆瀾牒身  






鋸闇謙漉闘和椚言烏た「隠酢絆雛軋 が行われて帰る。だからこそ、充棉射ヒ広場に「‾珠洲別  
の彫刻ができたが、「八太怪」でありながら「ノ」対削ではないように見え（岳永逸2¢（j弧丑鰍  
197）、現在び〕弟子入り儀式椚、個体の身分を新Lく規完する意味が副次で従属になった。現在に  






と改編をしたと理解してよかろう〔、Jよで）て句 元々のコミニLこ夕鼠と反構造が、今日の社会におい  
て正統的管曾法的な地位を液相L、そして解明な激痛壕窮すか性分構造と怒りて領一がてい溌㍍  
（三）、誇張登れたコミニLこタスと草の根の英雄：郡市芸術炉）生産   
改革開放以降、荒備にあり、さまざま馴昭榛者によて〕て作り上げ、また祭り上げた義棉楽第   
一■  
とLてこれを英語世馴三相介モけ∴ていた。き（2わ宅氾洩三尊5）政府の関係部門から濃化企業、経営者、芸裁  
と観客まで為 す〆墓ての関係者がここで過去を取り成そうと努密）て』篭るようである。主流意識と  
違いながら、主流密漁に容認される声を学監そうと読みでおり、許伊）道端で行い民間から生まれ  
た草の根の芸術が持｝○かつて♂ノ）旺盛な生命力、5〔∋数年前にかつての東棟にあった不潔でありなが  
ち活気に満ちた感′監を取り戻そうど聖読みでいるように見える。   
2別姓紀の後半、政治とたちまち同調し授撰関係を結んだが飢えに、兼備の道端に生まれた漫才－  
が長い間に主流悪化に優遇され提唱されてきたが鴇 現在ほ指命的に末路を迎え、、テレビなどの  
硯代的なメディアで索北地為－からの寸劇に地位を譲らなければな£二＞なくなった。そ♂〕理由は、  
これらの寸劇に東北地方職二人転げ〕放蕩くと野性がまだ多少残ってももるのである㍑ 漫才のこのよ  
うな主流意識に認可【され正統芸三桁となった現状への不浦と窮迫を背景に、潮流を追いかけるこ  
とに熱中するメディアを先頭とL、Å埼は邪悪でありながら多産である充橋たそこで生活Lて  
芸をする先に再び目線を注宅、、ようになった。   
20（〕5年末から2006年臥 数年にわたって充橋楽茶園で漫才を行ってきた鴇 徳富社の顔である郭  








郭徳綱は、返す覧の充棟芸Åの歩んでいた r〉堂に上り登に入るⅥ」遺を改めて渉んだ：露天から、  
芝膳パ、犀、太劇場へと。〉現在、若い郭穂綿は非常に洒落た充棟劇場によって暖かく歓迎される  










のフアンたちは、やや熟並のように郭のイメージを崇拝して完璧に守ろ うとLてま紺、輿論に  
諾己宿されるÅ々は争っ－訂郭の顔を見ようと努める。この時、芸術としての漫才は、漫才師の後  
ろに身を隠してしまった。しかL、、このような環境で生産Lた芸術は、いっぞ・う白由的な芸瀾  
の「自由」と「閑暇一月 グ）本質から離れ、より「‾乳糖で従属開業術」となり、生活椚品瀾灘磯磯  
味は機械的でありながら楽しそうな篤いの中で歪めら㌢L変形された。知らるごいうちに、夕輌－ナ  
h州ダ〕コ「ミぷ．ニタ．鼠はも 現代のメディア句 落ち着かないイデ頭巾ロギ加嘲及び独立性を持たず番目的  
な観客に歪曲きれてしまったし、こ昭一射ヒと文化の品位及び独立盲〟た再認識に欠けており、多く  
のÅが作り上げた数字と虚名にLか関心を持たない時代に，∴郭徳綱はどこ慧で行けるのか。）彼  
には大道芸として生まれた漫才を卑E督汐）環境グ）申で生きう廃らせることができるのか（ノ 彼は民族  




綱ではなくなった。彼は今日を生きる、、それぞれ取掛界観針路ち、緊張Lて困惑Lぅ そして忙  
し㌦笥Å々が考えぞして葛藤するシンボルと道具が㌘ある。中華′人民共和国が成立L、條宝林は漫  
才岬を都のWF闇の東棟から上層の中南海へ尊いた寧運を手にÅれた。こ職ような下から上へとび）  
－－5い一■   
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1997などがあ‰。㌣隼にわたって調恋Lてきた経緯、方法及び磯牒にづいぺ∴ 儀凍磯  
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